
図書館だより
2025年度３月号　吉井高校図書館 

閉館期間中はご協力ありがとうござい
ました。また、先行して点検作業をし
てくれた図書委員の皆さん、お疲れ様
でした。蔵書点検が完了しました。
 点検の結果、右の４冊の本が行方不明
になっていることがわかりました。
もしどこかで見かけたら、図書館カウ
ンターまで持ってくるか、図書館の返
却ポストにいれてください。

蔵書点検結果報告

蔵書点検不明本
・『読めない人が「読む」世界』　
　　マシュー・ルベリー　著
・『カフーを待ちわびて』　原田マハ　著
・『ふしぎな図書館』　村上春樹　著　
・『珈琲店タレーランの事件簿3 
　　心を乱すブレンドは』　岡崎琢磨　著

貸出時のバーコードの読み取りミスでパソ
コンに貸出した記録が残らないことがあり
ます。右の本についても貸出手続きしたの
に…という人は、返却時にその旨を伝えて
ください。

3月24日（火） 8:30～16:30
3月25日（水） 9:00～12:00
3月26日（木） 9:00～12:00
4月  8日（水） 8:30～12:00

春休みの図書館
利用について

春休み中、図書館は年度更新等の
作業のため、3月27日から4月7日
まで閉館します。
3月10日から26日までは長期休業
中の特別貸出として、一人１０冊
まで貸出できます。
返却期日は4月13日（月）です。
この機会にぜひ、たくさんの本を
手に取ってみてください。

3月24日以降の
開館予定



　成瀬シリーズの3冊目も勢いづいて読んでしまった。

文章のテンポが馴染みやすくて、私には心地よい。

　さて、成瀬が大学生になって京都で活躍する。これが

自分のイメージから一歩抜けて、大人びていて驚きだ。

1冊目の舞台の大津にはかつて出張で3泊したこともあ

る。なるほど、確かに京都市内まであっという間だか

ら、京都大学まで通うよな。と思いつつ、成瀬の動じな

い様子が相変わらずで頼もしい。「都を駆け抜ける」と

いうのはイメージかと思ったらそうではない。変に強力

な行動力の持ち主が、やはりやり遂げるのだから、おも

しろい。 そんな中で、成瀬が東京の島崎を呼び寄せてま

で頼み事をするとは！なぜ？何を頼むのか？読み終わっ

て納得できる、やはり成瀬だという感想だ。

髙橋宏之先生おすすめの本　

『成瀬は都を駆け抜ける』　宮島 未奈　著　
　

新着図書

藤岡市の複合施設ふじまるのイ

ベント《推し本総選挙》で

藤岡中央高校生徒の作品『西の

魔女が死んだ』が第一位に、本

校生徒の作品『The Book』が

第二位に選ばれました。

作品は3月22日（日）まで

展示されています。

お近くにお出かけの際は

ぜひご覧ください。

ＤＶＤ上映会&吉井高図書館カフェ開催！

今年度最後のＤＶＤ上映会をおこないます。

ぜひご参加ください。

　日時：3月19日（木）

　15:45～15:50 受付 

　15:55～16:45 上映

　上映作品：「はたらく細胞」

　　　　　　第４話、第５話

　場所：吉井高校図書館

　定員：４０名 先着順

　その他：入場無料　出入り自由 　　　 



menu
コーヒー

カフェラテ

紅茶

抹茶ラテ

※数量限定

お知らせ

『時の家』

鳥山まこと 著

講談社刊

『叫び』

畠山丑雄 　著

新潮社刊

『カフェーの帰り道』

嶋津 輝　著

東京創元社刊

芥川賞・直木賞受賞作が

入りました
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